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１ アドバイザー派遣実績 

  

【平成 28年度～平成 30年度の派遣実績】                   

 

【平成 31年度の派遣実績】 

  ＜派遣施設別＞                         （単位：回、施設） 

区分 

 

幼稚園 

 

保育園 

※1 

 

公立・私立 

認定 

こども園 

 

その他の 

認可 

保育施設 

※2 

 

小学校 

 

認可外 

保育施設 

※3 

 

その他 

※4 

 

計 

公立 私立 公立 私立 

施設数 19 73 88 119 40 54 142 124 

延べ 

派遣回数 
47 10 125 31 5 19 3 20 30 290 

派遣 

施設数 
18 ７ 57 16 4 3 7 13 8 133 

※１ 公立保育園には大町第二保育園を含む。 

※２ その他の認可保育施設・・・小規模保育事業所、事業所内保育事業所 

※３ 認可外保育施設・・・企業主導型保育施設、事業所内・院内保育施設等 

※４ その他・・・養成校、公民館事業、安芸高田市、こども未来局主催研修への派遣 

 

 ＜派遣内容別＞                           （単位：回） 

遊びや生活 特別支援 幼保小連携 
保育者の 

資質向上 
保護者支援 園の運営 

危機管理 

（防災等） 
学生支援 計 

56 29 8 82 51 10 47 7 290 

 ＜活用形態別＞                           （単位：回） 

研修 講演 相談 
公民館事業 

（子育て支援事業） 
計 

194  57 24 15 290 

 

 

 

 

 

区分 

( )内は幼児教育アドバイザーの人数 
公 立 

幼 稚 園 

私 立 

幼 稚 園 

公 立 

保 育 園 

私 立 

保 育 園 
公立・私立 
認定こども園 小 学 校 

企 業 主 導 型 

保育事業所等

（認可外 

  保育施設） 

そ の 他 計 

平成 28 年度 

（15 人） 

回数 39 4 10 1 - - - - 54 

施設数 18 1 10 1 - - - - 30 

平成 29 年度 

（20 人） 

回数 88 19 59 7 5 2 2 - 182 

施設数 19 11 32 5 4 1 1 - 73 

平成 30 年度 

（19 人） 

回数 62 17 68 17 3 5 8 12 192 

施設数 19 7 32 12 2 4 2 7 85 

【参考】 

（単位:回、施設） 
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 ２ アドバイザーの派遣に係るアンケート結果 

   平成 28年 4月～平成 30年 12月に派遣を行った園等（84園）のうち、公立幼稚園 19園、私立

幼稚園 11園、公立保育園 38園、私立保育園 9園、私立認定こども園 3園、小規模保育事業所等

4園の、計 80園に対しアンケート調査を実施した。 
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イ 保護者の変容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 組織の変容について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.4%

34.9%

33.3%

35.1%

54.8%

24.3%

30.0%

57.1%

61.9%

58.7%

56.1%

42.9%

56.8%

50.0%

12.2%

0.0%

1.6%

5.3%

2.4%

10.8%

5.0%

8.2%

3.2%

6.3%

3.5%
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8.1%

15.0%
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① 幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿を意識して保育を行える保育者が増えた。

②   年長児が小学区入学時に、小学校生活に円滑に接続できるような取組を行える保育者が増えた。 

    ③ 特別支援教育についての知識や取組が深まった保育者が増えた。 

④ 一人一人の子どもや学級・クラスの状況を把握し、変化を捉えるようになった保育者が増えた。 

 

⑤ 自己の実践する保育を振り返り、分析することができるようになった保育者が増えた。 

⑥ 子どもの言動の背景にあるものを、より、多角的視点で捉えられるようになった保育者が増えた。 

 

⑦ 分掌や学級・クラスを客観的に評価し、改善できるようになった保育者が増えた。 
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11.5%
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① 保護者から、子育ての悩みが緩和されたとの声が増えた。 

   

② 保護者が、子どもの気持ちに寄り添った接し方が多く見られるようになった。 

   

③ 保護者と保育者との会話や、コミュニケーションの機会が増えた 

① 保育者が園の方針に沿った役割を理解し、業務を行えるようになった。 

   

② 会議ミーティングのあり方を工夫して行うことができるようになった。 

   

③ 保育者の間で幼児教育・保育に関する意見交換をする機会が増えた。 
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エ 子どもの変容について

 

 

オ 今後アドバイザーを活用したいテーマについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育者から見て、多くの子どもに変容が見られるようになった。 

   


